　仮設の達人　部材諸元ファイル整備手順

はじめに

この度は仮設の達人をご購入いただきまして誠にありがとうございます。

部材諸元ファイル整備の操作手順をご説明します。

部材諸元ファイル整備は以下のステップで行います。

1． 部材諸元ファイルへ部材を新規登録（追加）する。

２．１で新規登録（追加）した部材を使用可能にする。　　　

３．２で使用可能にした部材の使用部位（工法・用途）を指定する。
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本手順書では、実際にサンプルデータを新規登録して、指定した使用部位（工法・用途）で使用できるようにセットします。それでは、つぎのサンプル部材を登録してみましょう。

登録した部材が使用される工法は在来（床板）、用途は大引　とします。

	部材名
	角鋼管-100 STKR490-新規 
	使用条件
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	断面積
	8.85 
	(㎝^2)
	圧縮
	215600
	(kN/㎡)

	剪断検討面積
	4.60 
	(㎝^2)
	剪断力
	122892
	(kN/㎡)

	断面２次ﾓｰﾒﾝﾄ
	140.00 
	(㎝^4)
	ﾔﾝｸﾞ係数
	205800000
	(kN/㎡)

	断面係数
	27.90 
	(㎝^3)
	許容曲応力
	0
	(N/㎝)

	軸力
	0.00 
	(N)
	許容剪断応力
	0
	(N)

	曲げ
	215600.00 
	(kN/㎡)
	断面２次半径
	0
	(㎝)

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	軸力
	0.00 
	(㎏f)
	圧縮
	2200
	(㎏ｆ/㎝^2)

	曲げ
	2200.00 
	(㎏ｆ/㎝^2)
	剪断力
	1254
	(㎏ｆ/㎝^2)

	　
	　
	　
	ﾔﾝｸﾞ係数
	2100000
	(㎏ｆ/㎝^2)

	　
	　
	　
	許容曲応力
	0
	(㎏ｆ/㎝)

	　
	　
	　
	許容剪断応力
	0
	(㎏f)


1． 部材諸元ファイルへ部材を新規登録（追加）する。

トップ画面から型枠強度検討を選択します。
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「部材諸元ファイル整備」をクリックします。
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「新規登録」をクリック
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以下の諸元データを入力します。

	部材名
	角鋼管-100 STKR490-新規 
	使用条件
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	断面積
	8.85 
	(㎝^2)
	圧縮
	215600
	(kN/㎡)

	剪断検討面積
	4.60 
	(㎝^2)
	剪断力
	122892
	(kN/㎡)

	断面２次ﾓｰﾒﾝﾄ
	140.00 
	(㎝^4)
	ﾔﾝｸﾞ係数
	205800000
	(kN/㎡)

	断面係数
	27.90 
	(㎝^3)
	許容曲応力
	0
	(N/㎝)

	軸力
	0.00 
	(N)
	許容剪断応力
	0
	(N)

	曲げ
	215600.00 
	(kN/㎡)
	断面２次半径
	0
	(㎝)

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	軸力
	0.00 
	(㎏f)
	圧縮
	2200
	(㎏ｆ/㎝^2)

	曲げ
	2200.00 
	(㎏ｆ/㎝^2)
	剪断力
	1254
	(㎏ｆ/㎝^2)

	　
	　
	　
	ﾔﾝｸﾞ係数
	2100000
	(㎏ｆ/㎝^2)

	　
	　
	　
	許容曲応力
	0
	(㎏ｆ/㎝)

	　
	　
	　
	許容剪断応力
	0
	(㎏f)
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入力が終わったら、「保存」をクリックしたのち、

「入力終了」をクリックします。

データファイルの後ろに1件追加されました。

つぎに、ソートをします。

部材諸元ファイル整備を選択します。
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「昇順編成」をクリックします。

以上で諸元ファイルに新規データが追加され、ファイルの更新が終了しました。

2． １で新規登録（追加）した部材を使用可能にする。　

部材諸元ファイル整備を選択します。
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「変更/削除」をクリックします。
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プルダウンメニューから“角鋼管”を選択し、「検索」をクリックします。

“角鋼管の先頭データ“のデータ
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角鋼管の先頭データが表示されますので、「次へ」をクリックして新規登録した、

“角鋼管-100 STKR490-新規“を探します。

“角鋼管-100 STKR490-新規“のデータ
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登録/未登録　の　「チェックボックス」をオンにします。
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「書込」　＞　「終了」　をクリックします。

以上で登録したデータが使用可能の状態になりました。

3． ２で使用可能にした部材の使用部位（工法・用途）を指定する。

再び、部材諸元ファイル整備を選択します
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「使用登録」をクリックします。
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角鋼管を選択し、「検索」をクリックします。

角鋼管のなかで、現在使用されている部材の先頭データが表示されます。
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「次へ」をクリックして、新規登録したデータをさがします。
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登録/変更のプルダウンメニューから、工法は“在来（床板）”、用途は“大引”を選択します。
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登録／変更の「登録」をクリックします。
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使用部位に追加されますので、確認後　ファイル操作の「書込」をクリックします。

ファイル操作の「終了」をクリックします。

以上で使用登録が完了しました。

在来（床板）を立ち上げて、大引のプルダウンメニューに追加されているか、確認します。

LEO SYSTEM DESIGN 

〒169-0075　　東京都新宿区高田馬場1-6-１6-１FA
　              　　 TEL 03-3207-3765  E_mail  leo@ask.ne.jp
                     URL http://www.ask.ne.jp/~leo/tatujin.htm
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